
21 20 ←�セクションマーカー
で設定

MARCH 2023

Rumblings 8 Qs about New Possibilities
for NARA

EURO-NARASIA Q
NARA
NARAS
NARASIA
NARASIA

23—

１
．
内
陸
の
宗
教
と
海
洋 

　

内
陸
起
源
の
宗
教　

：　

ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
は
、
起
源
か
ら
言
え
ば
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸

の
内
陸
部
（
中
央
ア
ジ
ア
の
何
処
か
）
で
成
立
し
、
初
期
段
階
で
は
牧
畜
民
（
遊
牧
民
で
は

な
い
）
に
支
持
さ
れ
て
広
ま
っ
た
宗
教
で
あ
る
。
そ
の
後
、
ハ
カ
ー
マ
ニ
シ
ュ
朝
時
代
（
前

５
５
０
年
～
前
３
３
０
年
）
ま
た
は
サ
ー
サ
ー
ン
朝
時
代
（
２
２
４
年
～
６
５
１
年
）
に

王
朝
権
力
の
中
枢
で
あ
っ
た
ペ
ル
シ
ア
州
に
進
出
し
、
少
な
く
と
も
サ
ー
サ
ー
ン
朝
時
代

以
降
、
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
神
官
団
の
根
拠
地
は
ペ
ル
シ
ア
州
に
定
着
し
た
。
ペ
ル
シ
ア
州

に
根
付
い
た
段
階
で
、
こ
の
宗
教
は
牧
畜
民
の
宗
教
か
ら
定
住
民
の
宗
教
と
な
り
、
農
業

と
の
親
和
性
を
高
め
た
と
見
ら
れ
る
。

　

自
然
条
件
が
宗
教
の
思
想
内
容
を
確
定
さ
せ
る
絶
対
条
件
で
は
無
い
こ
と
は
言
う
ま
で

も
な
い
。
し
か
し
、
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
の
思
想
内
容
を
支
え
る
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
ー
が
内
陸

部
の
も
の
で
あ
る
こ
と
、
現
存
す
る
彼
ら
の
儀
礼
は
安
定
し
た
定
住
生
活
を
前
提
と
し
て

い
る
こ
と
、
彼
ら
が
多
用
す
る
比
喩
表
現
が
砂
漠
地
帯
を
髣
髴
と
さ
せ
る
こ
と
は
、
ほ
ぼ

動
か
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

私
事
に
な
っ
て
恐
縮
だ
が
、
２
０
２
３
年
１
月
１
日
に
テ
ヘ
ラ
ン
在
住
の
イ
ラ
ン
人

か
ら
送
ら
れ
て
き
た
年
賀
メ
ー
ル
に
は
、

　
　

 

砂
漠
の
彼
方
か
ら
昇
る
オ
フ
ル
マ
ズ
ド
（
＝
ア
フ
ラ
・
マ
ズ
ダ
ー
）
の
太
陽
が
、

美
し
い
夜
明
け
と
共
に
闇
の
王
ア
フ
レ
マ
ン
（
＝
ア
ン
ラ
・
マ
ン
ユ
）
を
打
倒
し
、

暗
闇
が
少
し
ず
つ
後
退
し
て
、
明
る
い
真
昼
が
来
ま
す
よ
う
に
。
そ
の
よ
う
に
、

全
て
の
イ
ラ
ン
人
の
た
め
に
祈
っ
て
下
さ
い
。

と
あ
っ
た
。
最
初
は
「
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
の
筈
な
の
に
、
何
を
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
風
の
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ア
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化
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「
海
の
イ
ラ
ン
」
と
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教

こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
か
？
」
と
訝
し
く
思
っ
た
も
の
の
、
よ
く
読
む
と
、
こ
れ
は

ヘ
ジ
ャ
ー
ブ
・
デ
モ
以
来
の
イ
ス
ラ
ー
ム
統
治
体
制
へ
の
反
感
を
、
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
の

二
元
論
に
倣
っ
た
詩
的
表
現
で
表
明
し
た
も
の
だ
と
解
釈
で
き
た
。
一
部
の
イ
ラ
ン
人
は
、

今
で
も
こ
の
よ
う
な
「
砂
漠
／
太
陽
、
光
の
神
／
闇
の
神
、
暗
黒
／
真
昼
」
な
ど
の
対
句

表
現
を
好
ん
で
用
い
る
。
イ
ラ
ン
に
於
け
る
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
な
ど
、
如
何
に
遅
く
見
積

も
っ
て
も
１
０
０
０
年
頃
に
は
社
会
的
影
響
力
を
失
っ
た
筈
だ
が
、
古
代
か
ら
継
承
し
た

メ
ン
タ
リ
テ
ィ
ー
は
斯
く
も
根
強
い
。

　

附
言
す
る
な
ら
ば
、
筆
者
も
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
を
研
究
す
る
こ
と
30
年
に
し
て
、
日
の

出
を
見
る
度
に
「
暁
天
を
突
い
て
東
方
か
ら
赫
奕
た
る
太
陽
が
昇
る
。
こ
れ
こ
そ
暗
黒
の

勢
力
を
打
倒
す
る
ア
フ
ラ
・
マ
ズ
ダ
ー
の
光
臨
だ
」
と
し
か
思
え
な
い
境
地
に
到
達
し
た
。

仏
教
研
究
者
だ
っ
た
ら
「
禅
定
、
本
覚
、
即
身
成
仏
」、
キ
リ
ス
ト
教
研
究
者
だ
っ
た
ら

「
至
福
直
観
、
人
間
神
化
」
な
ど
の
境
地
に
至
る
と
思
う
の
だ
が
、
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
研
究

者
は
（
今
の
と
こ
ろ
）
古
代
イ
ラ
ン
人
の
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
ー
に
同
化
し
た
だ
け
で
、
取
り

立
て
て
神
秘
主
義
的
認
識
能
力
が
深
化
し
た
気
が
し
な
い
。
き
っ
と
、
筆
者
の
精
進
が

足
り
な
い
の
で
あ
ろ
う
。 

 

　

海
に
開
か
れ
た
ペ
ル
シ
ア
州　

：　

前
号
で
述
べ
た
よ
う
に
、
ペ
ル
シ
ア
州
は
海
洋
に

向
か
っ
て
開
か
れ
た
州
、
植
生
上
は
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
平
原
と
の
連
続
性
が
顕
著
な
州
で

あ
る
。
共
に
イ
ラ
ン
高
原
に
属
す
る
と
は
言
え
、
中
央
ア
ジ
ア
と
密
接
な
関
係
を
持
つ

ホ
ラ
ー
サ
ー
ン
州
や
、
コ
ー
カ
サ
ス
諸
国
と
繋
が
る
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
州
と
は
全
く

異
な
る
。
人
々
の
顔
立
ち
を
眺
め
た
だ
け
で
も
、
ホ
ラ
ー
サ
ー
ン
州
で
は
ト
ル
コ
系
の

容
貌
が
多
く
行
き
交
う
の
に
対
し
、
ペ
ル
シ
ア
湾
岸
で
は
ア
ラ
ブ
系
や
ア
フ
リ
カ
系

（
ア
ー
バ
ー
ダ
ー
ン
～
バ
ン
ダ
ル
・
ア
ッ
バ
ー
ス
）、
オ
マ
ー
ン
湾
岸
で
は
イ
ン
ド
系

（
チ
ャ
ー
バ
ハ
ー
ル
以
東
）
の
人
々
が
圧
倒
的
に
多
い
。
イ
ラ
ン
は
日
本
の
４
・
５
倍
の

面
積
を
誇
る
国
で
あ
る
。
同
じ
イ
ラ
ン
学
者
で
も
、
ホ
ラ
ー
サ
ー
ン
州
か
ら
ト
ル
コ
・

モ
ン
ゴ
ル
系
の
遊
牧
民
を
眺
め
て
い
る
研
究
者
と
、
ペ
ル
シ
ア
州
か
ら
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア

平
原
や
ペ
ル
シ
ア
湾
岸
を
見
て
い
る
研
究
者
で
は
、
脳
裏
に
結
ん
で
い
る
イ
ラ
ン
像
に

か
な
り
の
相
違
が
あ
る
。

　

本
稿
で
提
起
し
た
い
問
題
は
、
中
央
ア
ジ
ア
系
の
環
境
の
中
で
成
立
し
て
き
た
ゾ
ロ

ア
ス
タ
ー
教
が
、
い
つ
の
間
に
か
ペ
ル
シ
ア
州
を
拠
点
と
し
て
サ
ー
サ
ー
ン
朝
の
国
教
化

す
る
よ
う
に
な
っ
た
時
、
海
洋
に
接
し
て
教
義
に
如
何
な
る
化
学
反
応
が
起
こ
っ
た
か
、

或
い
は
起
こ
ら
な
か
っ
た
か
で
あ
る
。
筆
者
の
個
人
的
経
験
に
即
し
て
言
う
な
ら
ば
、

ペ
ル
シ
ア
湾
岸
の
酷
暑
と
湿
気
に
は
辟
易
と
さ
せ
ら
れ
（
い
つ
も
８
月
～
９
月
に
訪
問

し
て
い
る
の
で
余
計
に
そ
う
で
あ
る
）、
と
て
も
太
陽
や
火
を
拝
む
気
に
は
な
れ
な
か
っ
た
。

そ
れ
よ
り
は
海
洋
由
来
の
何
者
か
を
拝
ん
だ
方
が
、
こ
の
環
境
に
相
応
し
い
。
日
本
宗
教

史
上
の
現
象
に
即
し
て
ア
ナ
ロ
ガ
ス
に
表
現
す
れ
ば
、
わ
た
つ
み
（
海
神
）
の
よ
う
な

海
洋
神
、
船
乗
り
の
守
護
神
と
し
て
の
金
刀
比
羅
宮
や
大
山
津
見
神
社
、
製
塩
業
者
の

守
護
神
と
し
て
の
塩
釜
神
社
、
漁
業
者
の
守
護
神
と
し
て
の
恵
比
寿
、
漂
着
者
の
慰
霊
神

と
し
て
の
弁
財
天
に
該
当
す
る
よ
う
な
神
格
が
、
ペ
ル
シ
ア
湾
岸
に
成
立
し
て
い
た
か

否
か
が
焦
点
で
あ
る
。

　

因
み
に
、
製
塩
業
者
の
守
護
神
に
つ
い
て
先
取
り
し
て
言
え
ば
、
イ
ラ
ン
で
そ
れ
が

成
立
す
る
可
能
性
は
ほ
と
ん
ど
無
い
。
中
国
史
的
感
覚
で
は
、
塩
は
王
朝
政
府
の
専
売
品

で
あ
り
、
製
塩
業
者
は
社
会
的
に
大
き
な
存
在
感
を
示
し
て
い
た
。
そ
の
為
に
、
山
西
省

解
県
の
出
身
の
関
羽
が
神
格
化
さ
れ
、
唐
末
に
は
黄
巣
の
乱
が
起
こ
っ
た
。
し
か
し
、
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イ
ラ
ン
で
は
内
陸
部
に
塩
鉱
山
や
塩
湖
（
オ
ル
ー
ミ
ー
イ
ェ
湖
が
塩
湖
で
あ
る
）
が
多
数

散
在
し
て
お
り
、
塩
の
希
少
性
が
中
国
に
比
べ
て
格
段
に
低
い
。
王
朝
政
府
の
専
売
制
も

成
立
し
て
い
な
い
以
上
、
製
塩
業
者
の
独
自
性
も
薄
く
、
彼
ら
に
特
化
し
た
信
仰
が
成
立

す
る
余
地
は
無
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。 

 

 

23—

２
．
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
の
規
範
性 

　

ス
ィ
ー
ラ
ー
フ
と
チ
ャ
ー
バ
ハ
ー
ル
の
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
徒
集
団
墓
地　

：　

で
は
、

仮
に
、
海
洋
神
や
船
乗
り
の
守
護
神
や
漁
業
者
の
守
護
神
が
あ
っ
た
と
し
よ
う
。
そ
れ
ら

は
、
少
な
く
と
も
サ
ー
サ
ー
ン
朝
時
代
に
つ
い
て
は
、
イ
ラ
ン
高
原
内
陸
部
か
ら
進
出

し
て
く
る
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
の
圧
倒
的
な
存
在
感
の
下
に
成
立
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ペ
ル
シ
ア
湾
岸
や
オ
マ
ー
ン
湾
岸
に
於
け
る
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
の
存
在
証
明
と
し
て
は
、

一
般
に
２
つ
の
都
市
の
墓
地
遺
跡
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

下
記
の
地
図
に
照
ら
せ
ば
、
第
１
は
、
ペ
ル
シ
ア
湾
に
面
し
た
ス
ィ
ー
ラ
ー
フ
の
港
に

残
る
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
徒
の
集
団
墓
地
、
第
２
は
、
オ
マ
ー
ン
湾
に
面
し
た
チ
ャ
ー
バ

ハ
ー
ル
の
港
に
残
る
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
徒
の
集
団
墓
地
で
あ
る
。
こ
の
２
つ
の
集
団
墓
地

の
コ
ン
セ
プ
ト
は
同
一
で
、
１
，２
０
０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
近
く
離
れ
た
２
つ
の
都
市
に
同

形
態
の
墓
地
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
は
、
下
記
の
写
真
①
及
び
②
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
岩
盤
を
刳
り
貫
い
て
棺
桶
状

に
加
工
し
た
無
数
の
ダ
フ
メ
群
で
あ
る
。
本
来
は
こ
の
上
に
１
つ
１
つ
石
蓋
が
あ
っ
た
筈

だ
が
、
今
は
失
わ
れ
て
い
る
。
イ
ラ
ン
高
原
の
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
徒
の
間
で
は
、
暗
黒
の

勢
力
に
敗
北
し
て
汚
染
さ
れ
た
遺
体
や
遺
骨
が
、
神
聖
な
地
水
火
風
に
触
れ
な
い
よ
う

に
、
し
ば
し
ば
こ
の
よ
う
な
ダ
フ
メ
形
式
の
墓
所
を
造
営
す
る
。
中
央
ア
ジ
ア
に
残
っ
た

ソ
グ
ド
系
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
徒
だ
と
こ
れ
が
オ
ス
ア
リ
（
骨
壷
）
形
式
に
な
る
の
だ
が
、

ペ
ル
シ
ア
湾
岸
と
オ
マ
ー
ン
湾
岸
で
は
ダ
フ
メ
優
先
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
筆
者
が
実
際
に

訪
問
し
た
チ
ャ
ー
バ
ハ
ー
ル
の
例
を
挙
げ
た
が
、

ス
ィ
ー
ラ
ー
フ
に
つ
い
て
は D. 

W
h
i
t
e
h
o
u
s
e, 

“
Excavations 

at 
Sīrāf 

: 
Fifth 

Interim 

Report,” Iran
 1
0
  : 6

3
-8
8, 1972 

に
詳
し
い
。

　

研
究
者
の
間
で
は
、
イ
ラ
ン
を
代
表
す
る
複
数

の
港
湾
都
市
に
こ
れ
だ
け
の
ダ
フ
メ
が
集
中
し
て

い
る
と
云
う
こ
と
は
、
要
す
る
に
ペ
ル
シ
ア
湾

か
ら
オ
マ
ー
ン
湾
で
活
躍
し
て
い
た
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー

教
徒
の
船
乗
り
が
、
水
葬
も
で
き
ず
に
遺
体
を

母
港
に
持
ち
込
ん
で
こ
こ
に
埋
葬
し
た
の
だ
と

解
釈
さ
れ
て
い
る
。
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
の
教
義
は
、

確
実
に
船
乗
り
に
は
そ
ぐ
わ
な
い
。
揺
れ
る
船
上

で
拝
火
儀
礼
を
実
践
し
た
ら
、
ダ
ウ
船
が
炎
上

し
か
ね
ず
、
星
を
見
て
船
の
位
置
を
見
定
め
る

べ
き
夜
間
は
、
ア
フ
レ
マ
ン
が
支
配
す
る
暗
黒
の

時
間
と
さ
れ
る
。
ど
う
考
え
て
も
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー

教
と
船
乗
り
の
相
性
は
宜
し
く
な
い
の
だ
が
、

そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
ス
ィ
ー
ラ
ー
フ
と
チ
ャ
ー
バ
ハ
ー
ル
の
船
乗
り
た
ち
が
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー

教
の
葬
法
に
こ
れ
ほ
ど
執
着
し
て
い
る
事
実
は
、
内
陸
由
来
の
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
の
規
範

性
が
、
ペ
ル
シ
ア
湾
岸
・
オ
マ
ー
ン
湾
岸
で
も
そ
れ
だ
け
強
力
だ
っ
た
と
云
う
こ
と
で

あ
る
。 
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３
．
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
神
官
団
の
「
海
洋
」
認
識 

　

ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
中
世
ペ
ル
シ
ア
語
に
於
け
る
「
海
洋
」　

：　

そ
の
よ
う
な
規
範
性
を

発
揮
し
た
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
の
側
で
は
、
海
洋
を
ど
う
捉
え
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
現
存

す
る
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
中
世
ペ
ル
シ
ア
語
文
献
は
、
概
ね
９
世
紀
頃
に
ペ
ル
シ
ア
州
の

ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
神
官
団
が
編
集
し
た
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
地
理
的
観
点
か
ら
は
彼
ら

が
海
洋
を
知
ら
な
か
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
。

　

単
語
レ
ベ
ル
か
ら
検
討
す
る
と
、D. 

N. 
M
a
c
K
e
n
z
i
e
, 
A
 
C
o
n
c
i
s
e
 
P
a
h
l
a
v
i
 

Dictionary
, 1971 

に
よ
れ
ば
、
中
世
ペ
ル
シ
ア
語
で
海
洋
を
示
す
語
と
し
て
は
、

　

・　

 Daryāb

／
ダ
ル
ヤ
ー
ブ
（
近
世
ペ
ル
シ
ア
語
で
ダ
ル
ヤ
ー
）

　

・　

 Zrēy

／
ズ
レ
ー
イ
（
表
記
上
は zlyd

。MacKenzie

はzrēh
／
ズ
レ
ー
フ
と
転
写

す
る
が
、
最
近
で
は zrēy

／
ズ
レ
ー
イ
）

の
２
つ
が
あ
る
。

　

P
a
u
l
 
H
o
r
n, G

r
u
n
d
r
i
ß
 
d
e
r
 
n
e
u
p
e
r
s
i
s
c
h
e
n
 
E
t
y
m
o
l
o
g
i
e
, 
1
8
9
3
 
(
r
e
p
r
i
n
t
 

1988)

で
こ
れ
を
補
う
と
、
こ
れ
ら
の
語
源
は
、
古
代
東
イ
ラ
ン
語
に
属
す
る
ア
ヴ
ェ
ス
タ
ー

語
でzrayah-

、
古
代
西
イ
ラ
ン
語
に
属
す
る
古
代
ペ
ル
シ
ア
語
でdrayah-

と
さ
れ
る
。

推
定
復
元
さ
れ
る
古
代
イ
ラ
ン
語
の
祖
語
は
、
言
う
ま
で
も
無
くǰráyas-

で
、
２
つ
の

単
語
は
起
源
を
同
じ
く
す
る
。
こ
の
う
ち
、
古
代
ペ
ル
シ
ア
語d

r
a
y
a
h
-

か
ら
、
中
世

ペ
ル
シ
ア
語
の
「D

a
r
y
ā

／
ダ
ル
ヤ
ー
」
が
形
成
さ
れ
た
。
こ
れ
に
偶
々
「
水
」
を
意
味

す
るāb

が
付
加
さ
れ
て
、「Daryāb

／
ダ
ル
ヤ
ー
ブ
」
に
な
っ
た
と
さ
れ
る
。「zrēy

／

ズ
レ
ー
イ
」
の
方
は
、
ア
ヴ
ェ
ス
タ
ー
語
（
或
い
は
他
の
東
イ
ラ
ン
語
）
か
ら
派
生
し
た

口
語
表
現
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
ダ
ル
ヤ
ー
ブ
と
ズ
レ
ー
イ
の
語
源
は
同
じ
な
の
だ
が
、
だ
と
す
る
と

そ
の
原
義
は
何
だ
ろ
う
か
？　

Horn 

に
よ
れ
ば
、
現
在
の
イ
ラ
ン
南
東
部
、
ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン
南
部
、
パ
キ
ス
タ
ン
西
部
で
話
さ
れ
て
い
る
バ
ル
ー
チ
語
（
イ
ラ
ン
高
原
東
部
で

話
さ
れ
て
い
る
が
言
語
的
に
は
西
イ
ラ
ン
語
で
あ
る
）
の zirih 

は
「
源
」
を
表
わ
し
、

d
a
r
y
ā

は
「
流
れ
」
を
表
わ
す
と
さ
れ
る
。
如
何
に
バ
ル
ー
チ
語
が
保
守
的
な
言
語
と
は

言
え
、
古
代
イ
ラ
ン
語
祖
語
の
原
義
を
留
め
て
い
る
保
証
は
無
く
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で

参
考
事
例
で
あ
る
。 

 

　

ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
中
世
ペ
ル
シ
ア
語
文
献
に
於
け
る
「
海
洋
」　

：　

次
に
、
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー

教
中
世
ペ
ル
シ
ア
語
文
献
『
ブ
ン
ダ
ヒ
シ
ュ
ン
』
を
検
討
し
よ
う
。
本
書
は
、
古
代
ゾ
ロ

ア
ス
タ
ー
教
の
伝
承
に
サ
ー
サ
ー
ン
朝
時
代
の
神
官
団
が
解
説
を
加
え
て
成
立
し
た
文
献

で
あ
る
。
本
書
の
イ
ラ
ン
版
の
第
10
章
（
イ
ン
ド
版
で
は
第
13
章
）
が
、「（
諸
）
海
洋

の
性
質
に
つ
い
て
（ Abar 

čiyōnīh 
ī 

zrēhān

）」
に
当
た
る
。
こ
れ
を
、Domenico 

A
g
o
s
t
i
n
i
 
a
n
d
 
S
a
m
u
e
l
 
T
h
r
o
p
e, T

h
e
 
B
u
n
d
a
h
i
š
n
:
 
t
h
e
 
Z
o
r
o
a
s
t
r
i
a
n
 
B
o
o
k
 

of Creation
, Oxford University Press, 2020 

を
参
考
に
、
以
下
に
訳
し
て
み
よ
う
。

イ
タ
リ
ッ
ク
部
分
は
『
ア
ヴ
ェ
ス
タ
ー
』
に
遡
る
と
想
定
さ
れ
る
箇
所
で
、
そ
れ
以
外
は

サ
ー
サ
ー
ン
朝
時
代
の
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
神
官
団
の
解
説
で
あ
る
。

　
　

 

①
デ
ー
ン
（
＝
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
）
に
曰
く
、
「
フ
ラ
ー
フ
カ
ル
ド
海
は
南
に
あ
り
、

ハ
ル
ボ
ル
ズ
山
の
隣
で
地
上
の
１
／
３
を
覆
う
。
②
こ
れ
は
広
大
（
フ
ラ
ー
フ

カ
ル
ド
）
で
、
１
，０
０
０
の
湖
の
水
を
湛
え
る
」。
或
る
者
曰
く
、「
ア
ル
ド
ウ
ィ
ー

ス
ー
ル
（
水
の
女
神
）
の
泉
」。
別
の
者
曰
く
、
「
湖
の
源
泉
」。 

 

③
全
て
の
湖
に
は
源
泉
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
水
が
溢
れ
て
湖
に
注
い
で
い
る
。
④
全
て

の
湖
と
河
川
の
源
泉
は
広
く
長
く
、
良
馬
に
騎
乗
し
た
男
が
40
昼
夜
か
か
っ
て
そ
の

海
を
周
回
出
来
る
ほ
ど
で
、
１
，８
０
０
フ
ラ
サ
ン
グ
（
＝
１
フ
ラ
サ
ン
グ
を
６
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
と
し
て
１
０
，８
０
０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
あ
る
。
⑤
こ
れ
が
、
そ
の
水
が
、

純
粋
さ
、
湿
度
、
温
か
さ
に
於
い
て
、
他
の
水
を
凌
駕
し
て
い
る
理
由
で
あ
る
。
毎
日
、

そ
の
水
は
ア
ル
ド
ウ
ィ
ー
ス
ー
ル
（
水
の
女
神
）
の
聖
水
瓶
か
ら
、
ハ
ル
ボ
ル
ズ
山

の
あ
る
南
に
向
か
っ
て
流
出
し
、
そ
こ
に
は
１
０
０
，０
０
０
の
黄
金
の
運
河
が
造
成

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
水
は
、
そ
の
自
然
な
温
か
さ
と
共
に
、
こ
れ
ら
の
運
河
を
通
っ
て

フ
ー
ル
カ
ル
ヤ
ー
の
頂
点
に
達
す
る
。
そ
の
頂
上
に
は
、
湖
が
あ
る
。
水
は
そ
の
湖

に
注
ぎ
、
浄
化
さ
れ
る
。
そ
れ
か
ら
、
１
，０
０
０
人
の
男
の
深
さ
に
あ
る
別
の
運
河

を
通
っ
て
還
流
す
る
。
そ
の
運
河
の
広
い
黄
金
の
支
流
は
、
フ
ラ
ー
フ
カ
ル
ド
海
の

中
央
に
あ
る
ウ
ス
ィ
ン
ダ
ー
ム
山
に
通
じ
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
、
一
部
分
は
湖
を

浄
化
す
べ
く
注
ぎ
、
別
の
一
部
分
は
大
地
に
湿
気
や
雨
水
と
し
て
降
る
。
全
て
の

創
造
物
は
、
そ
れ
か
ら
湿
気
と
癒
し
を
得
る
。
こ
れ
ら
の
水
は
環
境
の
乾
燥
に
対
抗

す
る
。 

 

⑥
こ
う
言
わ
れ
て
い
る
。「
フ
ー
ル
カ
ル
ヤ
ー
の
頂
き
の
黄
金
の
穿
孔
か
ら
、
無
垢
の

ア
ル
ド
ウ
ィ
ー
ス
ー
ル
（
水
の
女
神
）
が
、
１
，０
０
０
人
の
男
の
高
さ
か
ら
注
い
で

い
る
」。 

 

⑦
塩
分
を
含
む
３
つ
の
大
海
が
あ
る
。
│
プ
ー
イ
ー
デ
ィ
ー
グ
│
、│
カ
ム
ロ
ー
ド
│
、

│
ス
ヤ
ー
ウ
ブ
ン
│
で
あ
る
。
⑧
こ
れ
ら
の
中
で
、
プ
ー
イ
ー
デ
ィ
ー
グ
が
最
も
大
き
く
、

そ
の
河
川
は
流
れ
て
潮
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
フ
ラ
ー
フ
カ
ル
ド
海
の
周
辺
を
回
り
、

そ
こ
に
接
続
し
て
い
る
。
⑨
フ
ラ
ー
フ
カ
ル
ド
海
と
プ
ー
イ
ー
デ
ィ
ー
グ
の
間

に
は
、│
サ
ド
ウ
ェ
ー
ス
│
と
呼
ば
れ
る
入
り
江
が
あ
る
。
サ
ド
ウ
ェ
ー
ス
湖
か
ら
は

強
風
が
吹
い
て
お
り
、
プ
ー
イ
ー
デ
ィ
ー
グ
海
か
ら
フ
ラ
ー
フ
カ
ル
ド
海
に
侵
入

し
よ
う
と
す
る
劣
悪
、
塩
味
、
不
純
を
吹
き
返
し
て
い
る
。
全
て
の
純
粋
で
輝
か

し
い
も
の
は
、
フ
ラ
ー
フ
カ
ル
ド
海
と
ア
ル
ド
ウ
ィ
ー
ス
ー
ル
（
水
の
女
神
）
の

聖
水
瓶
に
赴
き
、
全
て
は
プ
ー
イ
ー
デ
ィ
ー
グ
海
に
帰
る
。
⑩
或
る
帯
が
、
こ
の
湖

を
月
と
風
に
結
び
付
け
て
い
る
。
そ
れ
は
、
月
の
満
ち
欠
け
と
共
に
上
昇
し
た
り

下
降
し
た
り
し
て
い
る
、
⑪
或
る
帯
が
、
サ
ド
ウ
ェ
ー
ス
湖
を
デ
ネ
ブ
星
に
結
び

付
け
て
い
る
。
こ
の
星
は
、
大
ウ
ル
サ
が
北
方
を
守
っ
て
い
る
よ
う
に
、
海
と
南
方

を
守
っ
て
い
る
。 

 

⑫
満
干
の
潮
汐
に
つ
い
て
、
或
る
者
は
、
サ
ド
ウ
ェ
ー
ス
湖
に
棲
む
２
つ
の
風
が
、

月
の
前
か
ら
恒
常
的
に
吹
い
て
い
る
と
云
う
。
彼
ら
は
、
一
方
を
「
呼
気
」、
他
方

を
「
吸
気
」
と
呼
ぶ
。「
呼
気
」
が
吹
く
時
は
満
潮
、「
吸
気
」
が
吹
く
時
は
干
潮
で

あ
る
。
⑬
他
の
諸
海
で
は
、
月
の
満
ち
欠
け
は
そ
れ
ら
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
の
で
、

満
干
の
潮
汐
は
な
い
。 

 

⑭
カ
ム
ロ
ー
ド
海
は
北
方
に
あ
り
、
タ
バ
リ
ス
タ
ー
ン
を
流
れ
て
い
る
。
⑮
ス
ヤ
ー

ウ
ブ
ン
海
は
ロ
ー
マ
に
あ
る
。
⑯
よ
り
小
規
模
な
海
の
中
で
は
、
第
20
番
目
が
サ
ゲ

ス
タ
ー
ン
に
あ
る
カ
ヤ
ー
ン
セ
ー
海
で
あ
る
。
ま
ず
も
っ
て
、
そ
こ
に
は
害
虫
、
蛇
、

蛙
な
ど
が
居
ら
ず
、
そ
の
水
は
甘
い
。
⑰
他
の
小
規
模
な
海
の
水
も
甘
い
。 

 

⑱
塩
の
諸
海
洋
の
悪
臭
ゆ
え
に
、
そ
れ
ら
の
ハ
ー
サ
ル
を
測
る
の
は
不
可
能
で
あ
る
。

少
し
ず
つ
暖
風
が
吹
く
こ
と
で
、
そ
の
悪
臭
と
塩
は
枯
渇
し
て
い
る
。
復
活
に
際
し

て
、
そ
れ
ら
は
再
び
甘
く
な
る
。
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以
上
が
、
サ
ー
サ
ー
ン
朝
時
代
の
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
神
官
団
の
海
洋
に
関
す
る
認
識

で
あ
る
。
一
応
、
別
章
と
し
て
第
14
章
「
河
川
の
性
質
に
つ
い
て
（Abar 

čiyōnīh 
ī 

rōdīhā

）」
と
第
15
章
「
湖
の
性
質
に
つ
い
て
（Abar čiyōnīh <ī> warīhā

）」
が
立
て

ら
れ
て
い
る
以
上
、
サ
ー
サ
ー
ン
朝
期
の
神
官
団
が
海
洋
と
河
川
、
湖
を
区
別
で
き
て
い
た

こ
と
は
間
違
い
無
い
。 

 

　

海
洋
神
の
不
在　

：　

イ
ラ
ン
版
『
ブ
ン
ダ
ヒ
シ
ュ
ン
』
の
記
述
を
見
れ
ば
、
古
代
の

『
ア
ヴ
ェ
ス
タ
ー
』
に
由
来
す
る
イ
タ
リ
ッ
ク
部
分
が
判
断
基
準
と
な
っ
て
、
サ
ー
サ
ー
ン

朝
時
代
の
神
官
団
の
海
洋
解
説
が
構
成
さ
れ
て
い
る
の
が
分
か
る
。
フ
ラ
ー
フ
カ
ル
ド
海

と
は
、『
ア
ヴ
ェ
ス
タ
ー
』
の
ウ
ォ
ル
カ
シ
ャ
海
の
こ
と
で
、
雨
の
神
テ
ィ
シ
ュ
タ
ル
が

降
ら
せ
た
水
分
を
、
風
の
神
が
ハ
ル
ボ
ル
ズ
山
の
南
方
に
吹
き
集
め
て
出
来
た
大
海
で

あ
る
。
そ
の
中
で
は
、
如
何
に
も
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
ら
し
く
、
テ
ィ
シ
ュ
タ
ル
と
旱
魃
の

悪
魔
ア
パ
ー
シ
ュ
が
争
っ
て
い
る
と
さ
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
古
代
イ
ラ
ン
人
が
想
定

し
た
神
話
的
な
海
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
イ
ラ
ン
版
『
ブ
ン
ダ
ヒ
シ
ュ
ン
』
を
読
む
限
り
、
海
洋
を
象
徴
す
る

ギ
リ
シ
ア
神
話
の
ポ
セ
イ
ド
ン
や
ロ
ー
マ
神
話
の
ネ
プ
チ
ュ
ー
ン
の
よ
う
な
神
格
は
、

ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
で
は
生
み
出
さ
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ネ
プ
チ
ュ
ー
ン
は
、
語
源

的
に
は
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
の
ア
パ
ン
ム
・
ナ
パ
ー
ト
と
同
一
と
さ
れ
る
（
ネ
プ
チ
ュ
ー
ン

と
ナ
パ
ー
ト
が
同
語
源
で
あ
る
）。
し
か
し
、
ア
パ
ン
ム
・
ナ
パ
ー
ト
に
捧
げ
ら
れ
た
ゾ
ロ

ア
ス
タ
ー
教
賛
歌
「
ヤ
シ
ュ
ト
」
書
は
存
在
せ
ず
、
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
に
於
い
て
ネ
プ

チ
ュ
ー
ン
の
対
応
神
格
は
周
辺
的
な
存
在
に
留
ま
っ
た
。
こ
れ
は
、
海
洋
に
隣
接
し
た

ペ
ル
シ
ア
州
に
本
拠
を
遷
し
た
後
も
、
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
神
官
団
が
か
な
り
保
守
的
で
、

目
の
前
に
あ
る
海
洋
を
神
学
に
反
映
さ
せ
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。 

 

　

具
体
的
地
名
の
比
定　

：　

サ
ー
サ
ー
ン
朝
時
代
の
神
官
団
が
書
き
加
え
た
プ
ー
イ
ー

デ
ィ
ー
グ
海
、
カ
ム
ロ
ー
ド
海
、
ス
ヤ
ー
ウ
ブ
ン
海
、
サ
ド
ウ
ェ
ー
ス
湖
に
関
し
て
は
、

特
定
可
能
で
あ
る
。
そ
の
名
も
ダ
ル
ヤ
ー
イ
ー
と
云
う
著
者
が
書
い
た Touraj Daryaee, 

“
The Sasanian ‘

Mare Nostrum’
: The Persian Gulf,” International Journal 

of the Society of Iranian Archaeologist
, 
Vol. 

2, 
No. 

3, 
2016, 

pp. 
4
0
-4

8

、

つ
ま
り
「
サ
ー
サ
ー
ン
朝
の“

我
ら
の
海

“
：
ペ
ル
シ
ア
湾
」
と
い
う
対
岸
ア
ラ
ブ
諸
国

か
ら
抗
議
を
受
け
そ
う
な
題
名
の
論
文
に
よ
れ
ば
、

　

・　

 

プ
ー
イ
ー
デ
ィ
ー
グ
海 

＝ 

ペ
ル
シ
ア
湾

　

・　

 

カ
ム
ロ
ー
ド
海 

＝ 

カ
ス
ピ
海

　

・　

 

ス
ヤ
ー
ウ
ブ
ン
海 

＝ 

黒
海

　

・　

 

サ
ド
ウ
ェ
ー
ス
湖 

＝ 

オ
マ
ー
ン
湾

と
特
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
に
付
随
し
て
、
完
全
な
後
付
け
で
あ
ろ
う
が
、

　

・　

 

フ
ラ
ー
フ
カ
ル
ド
海 

＝ 

イ
ン
ド
洋

と
も
比
定
さ
れ
て
い
る
。

　

サ
ー
サ
ー
ン
朝
時
代
に
な
る
と
、
ペ
ル
シ
ア
州
の
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
神
官
団
は
、
ホ
ル

ム
ズ
海
峡
の
存
在
を
無
視
し
て
ペ
ル
シ
ア
湾
を
独
立
し
た
海
洋
と
認
識
し
て
い
る
点
を

除
け
ば
、
概
ね
正
確
な
地
理
感
覚
を
持
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
我
々
に
と
っ
て

意
外
な
の
は
、
イ
ン
ド
洋
は
神
話
上
の
フ
ラ
ー
フ
カ
ル
ド
海
を
当
て
嵌
め
た
だ
け
で
あ
る

か
ら
措
く
と
し
て
、
ペ
ル
シ
ア
湾
の
存
在
が
他
を
圧
し
て
い
る
点
で
あ
る
。「
ペ
ル
シ
ア
湾

は
カ
ス
ピ
海
や
黒
海
を
凌
ぐ
大
海
だ
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
現
在
知
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
は
、

　

・　

 

ペ
ル
シ
ア
湾
：
２
５
１
，０
０
０
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

　

・　

 

カ
ス
ピ
海
：
３
７
１
，０
０
０
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

　

・　

 

黒
海
：
４
３
６
，４
０
０
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

で
あ
る
か
ら
、
事
実
と
は
異
な
る
。
尤
も
、「
劣
悪
、
塩
味
、
不
純
」
な
ど
と
表
現
さ
れ
て

い
る
か
ら
、
必
ず
し
も
プ
ラ
ス
の
意
味
で
評
価
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
よ
う
だ
が
。

そ
れ
に
し
て
も
、
オ
マ
ー
ン
湾
や
イ
ン
ド
洋
よ
り
も
、
敢
え
て
ペ
ル
シ
ア
湾
が
重
視
さ
れ
て

い
る
の
は
何
故
な
の
だ
ろ
う
か
？ 

 

 

23—

４
．
サ
ー
サ
ー
ン
朝
ペ
ル
シ
ア
帝
国
に
と
っ
て
の
ペ
ル
シ
ア
湾
・
オ
マ
ー
ン
湾 

　

鉱
物
資
源
の
供
給
地　

：　

古
代
～
中
世
に
か
け
て
の
ペ
ル
シ
ア
湾
か
ら
イ
ン
ド
洋
の

国
際
貿
易
を
扱
っ
た
研
究
と
し
て
は
、
日
本
語
で
家
島
彦
一
、
『
海
が
創
る
文
明
─
─

イ
ン
ド
洋
海
域
世
界
の
歴
史
』、
朝
日
新
聞
社
、
１
９
９
３
年
（『
イ
ン
ド
洋
海
域
世
界
の

歴
史
：
人
の
移
動
と
交
流
の
ク
ロ
ス
ロ
ー
ド
』
と
改
題
し
て
、
２
０
２
１
年
に
ち
く
ま

学
芸
文
庫
で
再
版
）
と
、
『
海
域
か
ら
見
た
歴
史
：
イ
ン
ド
洋
と
地
中
海
世
界
を
結
ぶ

交
流
史
』、
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
２
０
０
６
年
と
云
う
名
著
が
あ
る
。
広
大
な
視
野
か
ら

イ
ン
ド
洋
貿
易
を
縦
横
に
論
じ
て
い
る
の
で
、
筆
者
も
大
い
に
参
考
に
さ
せ
て
頂
い
た
。

　

而
し
て
、
海
洋
交
流
研
究
の
焦
点
を
イ
ン
ド
洋
か
ら
ペ
ル
シ
ア
湾
・
オ
マ
ー
ン
湾
に
絞
る

と
、
ま
た
違
っ
た
問
題
が
見
え
て
く
る
。
近
年
の
研
究
成
果
に
よ
れ
ば
、
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー

教
神
官
団
と
表
裏
一
体
の
関
係
に
あ
っ
た
サ
ー
サ
ー
ン
朝
政
府
に
と
っ
て
は
、
イ
ン
ド
洋

全
体
と
云
う
よ
り
は
ペ
ル
シ
ア
湾
・
オ
マ
ー
ン
湾
が
、
経
済
的
な
最
重
要
地
域
だ
っ
た
と

さ
れ
る
。
上
述
の Daryaee 2016 

は
、
こ
れ
を
サ
ー
サ
ー
ン
朝
貨
幣
史
の
観
点
か
ら
論
じ
て

い
る
。

　

彼
に
よ
る
と
、
サ
ー
サ
ー
ン
朝
政
府
は
５
世
紀
以
降
に
ペ
ル
シ
ア
州
、
ケ
ル
マ
ー
ン
州
、

ス
ィ
ー
ス
タ
ー
ン
州
で
か
な
り
の
量
の
銀
貨
を
鋳
造
し
て
い
る
。
銀
貨
に
ミ
ン
ト
地
が

打
刻
し
て
あ
る
の
で
、
こ
の
事
実
は
動
か
な
い
。
し
か
し
、
イ
ラ
ン
高
原
南
部
の
こ
れ
ら
の

地
域
に
は
、
エ
ス
タ
フ
ル
以
外
に
銀
鉱
山
が
存
在
し
な
い
。
そ
し
て
、
エ
ス
タ
フ
ル
鉱
山

だ
け
で
、
こ
れ
だ
け
の
量
の
銀
貨
の
原
料
を
供
給
す
る
の
は
無
理
と
さ
れ
る
。
す
る
と
、

ペ
ル
シ
ア
州
～
ス
ィ
ー
ス
タ
ー
ン
州
で
鋳
造
さ
れ
た
銀
貨
の
原
材
料
は
、
ど
こ
か
ら
調
達

さ
れ
た
の
か
が
問
題
に
な
る
。

　

従
来
は
、
西
方
遠
征
の
過
程
で
略
奪
し
て
き
た
の
だ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
て
い
た
が
、

ペ
ル
シ
ア
帝
国
と
ビ
ザ
ン
テ
ィ
ン
帝
国
の
戦
争
は
一
進
一
退
の
攻
防
戦
で
あ
っ
て
、
サ
ー

サ
ー
ン
朝
が
一
方
的
に
鉱
物
資
源
を
略
奪
で
き
た
と
は
考
え
難
い
。
そ
こ
で D

a
r
y
a
e
e
 

2016 

が
指
摘
す
る
の
が
、
ア
ラ
ビ
ア
半
島
に
あ
る
ナ
ジ
ュ
ド
の
シ
ャ
マ
ー
ム
村
（
現
在
の

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
中
央
部
）
に
あ
る
銀
鉱
山
と
銅
鉱
山
で
あ
る
。
歴
史
史
料
に
よ
れ
ば
、

こ
こ
に
は
サ
ー
サ
ー
ン
朝
時
代
に
１
，０
０
０
人
の
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
徒
が
居
住
し
、
２
つ
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の
拝
火
神
殿
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。

　

筆
者
は
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
の
ナ
ジ
ュ
ド
地
方
を
訪
れ
た
こ
と
が
無
く
、
シ
ャ
マ
ー
ム

鉱
山
が
ど
の
程
度
の
規
模
だ
っ
た
の
か
確
か
め
て
い
な
い
。
し
か
し
、
サ
ー
サ
ー
ン
朝

ペ
ル
シ
ア
帝
国
が
ペ
ル
シ
ア
湾
に
独
自
の
海
軍
を
浮
か
べ
て
い
た
こ
と
は
史
実
な
の
で
、

如
何
に
し
て
そ
れ
が
経
済
的
に
引
き
合
う
の
か
に
関
し
て
は
、
疑
問
を
感
じ
て
い
た
。

対
岸
ア
ラ
ビ
ア
半
島
の
鉱
物
資
源
が
そ
の
誘
引
だ
っ
た
と
の
説
は
、
今
の
と
こ
ろ
は
充
分

な
資
料
的
裏
付
け
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
も
の
の
、
筆
者
に
は
良
い
着
眼
点
と
感
じ
ら

れ
た
。 

 

　

宗
教
的
理
由
が
先
か
、
経
済
的
理
由
が
先
か　

：　

筆
者
が D

a
r
y
a
e
e
 
2
0
1
6
 

を
最
後

ま
で
読
ん
で
不
思
議
に
思
っ
た
の
は
、「
サ
ー
サ
ー
ン
朝
は
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
神
学
上

プ
ー
イ
ー
デ
ィ
ー
グ
海
と
さ
れ
た
ペ
ル
シ
ア
湾
を
制
圧
す
る
こ
と
に
、
宗
教
的
意
義
を

見
出
し
た
。
同
時
に
、
そ
こ
に
は
鉱
物
資
源
上
の
理
由
も
あ
り
、
ペ
ル
シ
ア
湾
を
制
圧

し
て
み
る
と
イ
ン
ド
洋
へ
の
道
が
開
け
た
」
と
結
論
し
て
い
る
部
分
で
あ
る
。
こ
れ
で
は
、

「
①
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
神
学
上
の
理
由
で
ペ
ル
シ
ア
湾
へ 

⇒
 

②
鉱
物
資
源
獲
得
の
動
機

も
加
わ
る ⇒

 

③
偶
然
イ
ン
ド
洋
も
視
野
に
入
っ
た
」
と
の
因
果
関
係
と
理
解
で
き
る
。

　

し
か
し
、
筆
者
と
し
て
は
、
上
述
の
よ
う
に
、
海
洋
に
関
す
る
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
神
学

が
全
く
未
成
熟
で
あ
る
（
そ
も
そ
も
海
洋
神
が
い
な
い
）
点
か
ら
し
て
、
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー

教
が
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
理
由
で
サ
ー
サ
ー
ン
朝
ペ
ル
シ
ア
帝
国
に
海
洋
進
出
を
促
し
た

と
は
思
え
な
い
。
話
し
は
逆
で
、
経
済
的
理
由
に
よ
っ
て
サ
ー
サ
ー
ン
朝
ペ
ル
シ
ア
帝
国

が
対
岸
ア
ラ
ビ
ア
半
島
に
大
々
的
に
進
出
し
て
し
ま
い
、
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
神
官
団
は

そ
れ
を
後
追
い
し
て
、
と
り
あ
え
ず
イ
ン
ド
洋
を
フ
ラ
ー
フ
カ
ル
ド
海
に
比
定
し
た
り

し
て
神
学
上
の
辻
褄
を
合
わ
せ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。 

 

　

二
次
的
な
航
海
神　

：　

こ
ち
ら
の
観
点
に
立
つ
な
ら
ば
、
研
究
上
は
ど
の
よ
う
な

方
法
論
が
可
能
だ
ろ
う
か
。
筆
者
と
し
て
は
、
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
に
於
け
る
海
洋
神

（
ど
の
み
ち
居
な
い
が
）
よ
り
も
、
ペ
ル
シ
ア
湾
・
オ
マ
ー
ン
湾
の
海
洋
民
が
祀
っ
た
二
次

的
な
神
格
に
注
目
す
る
べ
き
だ
と
思
う
。
例
え
ば
、
奇
妙
な
逆
転
現
象
な
の
だ
が
、
日
本

の
宗
教
民
俗
学
で
は
、
海
洋
民
は
「
わ
だ
つ
み
」
を
祀
る
よ
り
も
、
沿
岸
航
海
を
専
門
と

し
て
い
た
関
係
上
、
航
海
の
目
印
に
な
る
山
を
祀
っ
た
と
さ
れ
る
。
最
も
有
名
な
の
は

大
山
津
見
神
（
大
山
祇
神
）
で
、
こ
れ
を
祭
る
神
社
は
、
西
日
本
で
は
愛
媛
県
今
治
市

大
三
島
の
大
山
祇
神
社
、
東
日
本
で
は
静
岡
県
三
島
市
の
三
嶋
大
社
と
さ
れ
る
。
海
の
民

と
所
縁
の
深
い
土
地
に
は
、
こ
れ
ら
の
神
社
が
聳
え
て
い
る
。
他
方
、
外
洋
航
海
を
専
門

と
す
る
海
の
民
の
間
で
は
、
航
海
の
目
印
は
星
し
か
な
い
。
彼
ら
が
拠
点
と
す
る
港
で
は

星
辰
の
神
が
祀
ら
れ
る
の
だ
が
、
残
念
な
が
ら
日
本
で
は
そ
の
実
例
は
無
い
。

　

こ
の
よ
う
に
、
海
の
民
が
航
海
の
目
印
を
祀
る
と
云
う
意
味
で
の
航
海
神
で
あ
れ
ば
、

大
宗
教
が
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
上
の
必
要
か
ら
生
み
出
す
海
洋
神
と
は
別
個
に
、
或
る
程
度

普
遍
的
に
存
在
す
る
。
そ
し
て
、
上
掲
の
家
島　

２
０
０
６
年
は
、
イ
ン
ド
洋
に
於
け
る

ヒ
ド
ゥ
ル
や
エ
マ
ー
ム
・
ザ
ー
デ
の
存
在
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
期

以
降
の
海
洋
民
の
聖
人
（
神
格
と
は
呼
べ
な
い
）
崇
拝
だ
が
、
そ
の
よ
っ
て
来
る
故
事

来
歴
が
、
一
次
的
な
海
洋
神
な
の
か
、
二
次
的
な
航
海
神
な
の
か
は
、
ま
だ
ま
だ
検
討
の

余
地
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
海
洋
民
自
体
は
サ
ー
サ
ー
ン
朝
時
代
か
ら

存
在
し
て
い
た
の
だ
か
ら
、
イ
ン
ド
洋
の
ヒ
ド
ゥ
ル
や
エ
マ
ー
ム
・
ザ
ー
デ
の
何
割
か
は
、

イ
ラ
ン
文
化
に
由
来
す
る
可
能
性
は
あ
る
。
次
回
は
、
ペ
ル
シ
ア
湾
・
オ
マ
ー
ン
湾
に

お
け
る
二
次
的
な
航
海
神
の
存
在
を
論
じ
、
こ
の
観
点
か
ら
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
と
海
洋
の

関
係
を
解
明
し
た
い
。
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